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及び鍛馳翻醜の影響に歳ての検索
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                  1緒

 蛙骨格筋に封ずるnicotine（以下：Nic．と略

記）の作用に就ては周知の如く：Langley i）『5）の

詳細な研究がある．師ち：LangleyはNic．を小

量状に筋の一部分に作用させた實験に於て，

Nic・の0・001～0．1％濃度範園の適用の場合には

受容物質を耀く部分（筋の爾端部）※は無効であ

るが，適用場所が受容物質の存在する筋質圏内

に入ると，鼓に筋全品の攣縮並に緩慢な緊張性

牧縮緬ち痙縮が起る事，而して0．5～1．0％と云

う高濃度のNic．溶液を適用した場合には，受

容物質の存在如何に：拘らす，筋の何れの部分に

藥液の瓢貼を行っても効果が見られ，此の場合

藥液作用が受容物質を歓く場所の時は馬頭に限

局した緩慢な緊張性牧縮を來すのみに過ぎない

が，受容物質具有の場所に適用させた時には筋

全艦の数縮反鷹を惹起する事を観察してV・る．

※鮭縫匠筋の紳経終末の分布状態に就てはMays 6）

は筋の爾端％は蓮動紳経終末を有しないと述べてい

る．

 ：Langleyは蛙縫匠筋の爾端4mmは紳経終末を有し

ないと述べているが，彼の實瞼では縫匠筋の全長は李

均32mmであり蛙はほぼ均一の屯のを撰んだと云っ

ているから所謂non－neural regionは筋長1／sに相當す

る課である．

 acetylcholine（以下Ac． ch．と略記）の骨格筋

に封ずる作用に就ては，Riesser u． Neuschloss 7）

が蛙腓腸筋の下9K2／3をAc． chlに浸しても痙縮

が起らす，祠！経侵入：部位を浸して初めて痙縮が

言

起る事を實験して，Ac． ch．は筋の受容物質に

作用すると述べてv・る．河原8）は蛙縫匠筋で

は，所謂non－neural regionとされてV・る下端

1／6彫りをAc． ch．に浸すと極めて微：弱な短縮を

起すから，Ac・ch・は受容物質以外に’千筋織維

自身に作用するのではなv・かとの疑商を呈出し

ている．叉Ac． ch．の筋作用に關して，筋の受

容物質に麻痺的に作用するCurareを用いで

Ac・ch・の作用部位を聞接的に誰明しようとし

た實験の申で，杉9）はCurareを作用させて紳

経からの刺戟が無効になった筋はAc． ch．に射

しても反鷹しなV・が，この際筋の直接刺戟は

Curareを働かす前と全く攣らなV・事から， Ac・

ch・はCurareの作用場所を介して筋に作用し

筋自身に直接作用しなv・と述べている． ・

 更に杉はAc． ch．が筋質そのものに作用する

か否かを確める爲に，縫匠筋の骨盤端の棘経末

端部の存在しなV・と思われる場合を他の部分か

ら隔絶して，Aつ． ch．を作用させて少しも反鷹

しなかったと報告している．然し杉の隔絶法で

は，河村10）も”隔壁の歴迫により筋の牧縮傳播＝

に障害を及ぼすと思われる〃と論じており，叉

～二の隔縄部位印ちnon－neural regionの限界は

明確でなV・様である．

 元來骨格筋に封ずるAc・ch．の作用に就ては

幾多の業績が爲されているが，LangleyがNic・

を用V・て行った實験の精細さに比べれば尚不備

［ 8 ］
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な窯が多々あるのである．私11）はさきに一筋の

Ac． ch．痙縮問題に押して，精細な實験を重：ね

て來たのであるが，今回の實験では此の一行と

して，：Nic．とAc． ch．に就て其等の骨格筋の

所謂non－neural regionにi封ずる影響關係を槍

したのである．

II實駿方法
 筋は大型の蛙縫匠筋を使い，之に小瓢朕に筋の表面

に藥液を作用させる方法と，直接筋端部を隔絶的に藥

液に浸漬させる方法とを用いた．その實瞼襲置に就て

は各々實験成績の項で述べる，筋桿粁は12倍蹟大，而

して荷重は桿秤の重量も含めて0・5～1・59の出來る

だけ輕いものを使用した．

 酒石酸ニコチン（武田）及び璽化アセチールコリソ

（Roche）は何れも之をRinger液に溶解した．

皿實験成績
 菅平期日’は8月～11月で，室温下で行った．

 A．凹凹法

 大腿部の皮膚を剥離し，縫匠筋の膝側の腱端

を結紮し，筋の下端Y2許りを大腿部から遊離さ

せ，、第1圖に示した様に之を筋榎粁に連結す

る；

   第1圖 縫匠筋の瓢滴實験装置

鵬

 藥液作用の際は手術用双眼顯微鏡を使用し，

藥液の瓢歌作用の正確を期すると同時に，瓢滴

直後に於ける筋繊維の微細な牧縮も槻察した．

伺藥液黙滴に先立って，實験に供する筋端部は

吸取紙の小片で飽く墜する檬にして附着浪を吸

取り，表面を牟乾燥状態とする．此の場合適用

した内液の小滴はよく局在してV・る事が顯微鏡

でも窺われる．顯滴には長径2．Omm短径1．5mm

の楕圓形白金耳を用い，之によって財団端部よ

b1．5～2．Omm子捨で順次に中央部に向って藥

液を作用させて行く事とした．

 （i）nicotineの作用

 蛙縫三筋は32～42mm，準均37．7mmであ

ったが，個々の筋に就て全長と作用部位の長さ

との比率を計って，腱端より順次1／12，1／IO，

Y8，％と，藥液を1耳つづ作用させた．：Nic．の

低濃度のものは主として0．01％のものを時に

0．1％のものを使用し，高濃度のものは主とし

て1％のものを時に2％のものを使用した．

 今22の筋標本に就て，夫々頻回の藥液作用を

押した成績を総括すれば第1表の如くである．

筋の悪態は，急速な牧縮をもつて慮じたものを

便宜上攣縮と記載し，緩慢な牧縮をもつて慮じ

たものを痙縮と記載した．

第1表  縫取筋にi封ずるnicotineの作用

      （1滴法，筋標本22）

筋凝 O．Ol－O．10／o nicotine

ろ／i2

労o

Y8

攣縮陣矧籍髪騨
0

2

13

16

o

o

3

2

22

20

6

4

1．0－2．00／o nicotine

攣縮睡縮勝髪騨
0

2

7

8

9

16

20

19

13

6

2

3

［ 9 ］



140 池 野

 第1表に見る如く縫匠筋県側ではNic．の0．1

％以下の低濃度では施より作用し始める．1％

以上の高濃度のものは1／12の部に於ても伺綾平

な持績的局所牧縮の獲生を認め，反鷹陽性の度

が筋端に行く程少V・と云う成績である．之は

：Langleyの：Nic．作用の實験とほぼ一・致した成

績である．1～2％の高濃度の場合では，O．1％

以下の場合に比して攣縮様千慮を起した数が少

いと云う成績が見られるが，・之は同一標本で一

度低濃度のNic．を作用させた事の影響による

も・のと思われる．

 （2）acetylcholineの作用

 Ac． ch．はO．0001％，0．001％，0．01％溶液の

3通）1を使用した．Nic．の實験と同じ四号で19

の節標本に就て實昂じたのであるが，此の成績

を第2表に示した．自PちAc． ch．は％め部より

作用し始める事が認められる．然し1／12の部で

はAc． ch．の濃度の如何に拘らす，反鷹したも

のが皆無である事に注目しなければならない．

 ：B．浸漬法

第2表 縫匠筋に封ずるacetylcholineの作用

 （職滴法，筋標本19）
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 縫匠筋は膝側は腱端で結紮し，骨盤側は恥骨

の一部を附着したままで捌出し，第2圖に略示

した如くに装置する．

第2圖 浸漬實験装置

 先端の轡曝した金屡述息子をもつて，筋標本

の下端の一定部に4主熔融歌のワゼリンを薄く輪

歌に塗布する．ワゼリンは直ちに固結して筋表

面に密着するrワゼリン塗布部は豫め附着液を

吸取紙で吸取って置かねばならなV・事は勿論で

ある．’尚ワゼリンの熔融黙は38。～45。Cで，

之を速かに薄く塗布すれば殆んど筋を損傷する

事がない檬である．

 （1）nicotineの作用

 使用したNic．の濃i度は實験Aの（1）に於け

る場合と同様であり，威績も亦前實験の場合の

如くに記載した．實験成績は第3表に見る如く

大膿第1表のそれに一致している．

 稔第3圖A，BにNic．による牧縮曲線の1

例を示した．

 （2）acet）・1cholineの作用

 Ac． ch．の濃度も實験Aの（2）に於けるもの

と同様である．融解験成績も亦第4表に明かな

る如く，第2表のものとほぼ「致している．筋

端↓重2は全く作用してv・なv・．

 Ac． ch．による略奪曲線の1例を第3圖C，D

に示した．

（ ao ）
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第3表  縫匠筋に封ずるnicotineの作用 （浸漬法）

例
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    第   3   圖

（A）………nicotineの筋質に封ずる作用

（B）………nicotineの日曝終末部に謝する作用

（C）………acetylcholineの神経終末部に封ずる作用

（D）………acetylcholineの筋質に封ずる作用

‘
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第4表  縫匠筋に封ずるacety lcholineの作用 （浸漬法）

例

敷

10

19

9

10

潔
駈2

5io

Y8

Y6

O．OOOIO／o Ac．ch．

攣縮陣騨回顧
0

2

7

9

0

1

0

0

10

9

2

1

O．OOIO／o Ac．ch．

輔酬鋒髪騨
0

3

8

9

0

2

1

ユ

IO

7

0

0

O．OIO／o Ac．ch．

攣縮陣購髪霧蕎な

0

2

7

8

0

2

2

2

10

8

0

0

                   IV 考

 筋端の一部分に十二を顯滴する方法と，藥液

に浸漬する方法とを用いたのは，判この僅か

3～7mmの狭V・部位に於ける反鷹の有無の素噺
      く
の正確さを期する爲であった．後者は隔絶され

た部の表面全般に作用するのであるから，量的

察

に作用される部分が多い課である．前者は顯微：

鏡的槻察によって精密度が増し，假令描記曲線

上には現われなV・場合でも，二二：鏡的に微弱な

筋織維の牧縮活動が槻られる顯に於て浸漬法に

優る虜がある融の轍（第俵と第3表，

1 a3 ］
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第2表と第4表を夫々比較）もほぼ同じ結果で

ある．

 第；二二及び第3表の成績より見れば，sNic．

の作用はLangleyの云う如く0．01～0．1％の稀

薄濃度では棘経絡末部に相愉して作用し，1％

以上の高濃度では所謂non－neural regionに於

て直接筋質に作用する事が考えられる．Mays

は筋端1／6が組織學的に祠輕段畑がないと云って

いるが，：Nic・の作用より見れば1／sを限界としな

ければならない．

 第2表及び第4表の成績を見れば，Ac． ch．

は何れの濃度に於ても筋端1／sの部に確固に作用

している．然し筋端1／loでは殆んど，叉1／12の

部では全く作用してv・なv・のであり，高濃度の

Nic．はこの部に作用してv・るのであるから，

Ac． ch．は筋質に作用しな）bものの様｝さあb，

              へ
從って私の實験成績から見れば，河原の云う縫

匠筋下端％の部に於ける微弱な反癒は，所謂筋

の．受容物質に作用したものと解さなければなら

なv・．

 Ac． ch・がRiesser出庫來考え』られて來た様

に，Nic・とその侵襲部位を同じくするものとす

れば，：Nic．及びAc． ch．の同一筋に於ける作用

限界が一致しなければならない課である．私の

實験では筋の爾藥物に封ずる反鷹限界に差異が

あって，之が筋標本の個禮差，實験誤差等の關

係に因らなv・ものと見れば，Nic．とAc。 ch．の

作用部位が彊ち同一とも考えられなV・事となる

繹であるが，然し此の問題の解決は勿論これだ

けの實験では出懸るものではなく，今後の研究

に侯っべきものである．

！V 結

 蛙縫匠筋の膝側端％以下の部に，桑畑聞及び

浸漬法によってNic．或はAc． ch・を作用させ

た實験に於て，次の結果が得られた．

 （1）Nic・o・1％以下の低濃度では，何れの方

法に依？ても，濠端1／loの部には作用しなかっ

た．出端1／sの部で初めて比較的急速な牧縮が見

られた．

 （2）Nic．1％以上の高濃度では筋端YIO及び

1／12の部に：於ても比較的綾慢な局所露出が見ら

論

れた．

 （5）Acl ch．は0．GOO1～0．01％の濃度では筋

端駈。及び駈2の部には作用しなかったが，Y8

の部では作用し，此の場合比較的急速な牧縮が

見られた．
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